
































あると思われる｡ 実験方法は,濃厚なコロイ ドの状態を16m 映画に撮影し,各コマを
分析して行くというsimpleなものである｡
撮影の都合上,コロイ ドとしては観察し易い金コロイ ド(粒子直径 3000i)を使用
した｡これは,塩化金酸を中性下でサリチル酸で還元したものである｡
また,粒子間の距離を充分開かせるため,電気二重層の厚さが1000i軽度になるよ
































隔 の 1- 与 で , " ヒ モ '
の一端にはvacancyに準
ずる低密度の "点'や転
位に`準ずる "-コの粒子
図 1
0
｢16mmfilmの-コマ,金コロイ ド,粒系3000A･
上半分が結晶状態で下部は "融けて"いる｡融けた
部分に集団Brown運動が存在する｡｣
図 2
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蓮 精
のまわりに,五ケの配位
しかない場所 "まだ "七
コの配位数をもった場所'
が存在することが多い｡
唯,構造が液体的になる
と,粒子の上下運動が盛
んになり,上述の事態が
必ずしも100%起るとは
云えない｡
また "ヒモ"- coline-
ationに参加している粒子
数は,5コ-3コという
例が多いが,結晶構造の
端では,結晶の中に7.-
10コ に及ぶ場合が見ら
れる｡
上記の ｢紐の両端｣に
おける構造を二枚の童像
図 3
｢図1と2と重ね合せ,ヒモ状の像は数箇(3-
5ケ)の粒子が同時に一方向に移動した結果である｣
の上で調査して行き,各
粒子の偏位の大きさ,colineationに関与する数の統計的研究を進めているが,その過塩
で,実験上の大きな障害に直面した｡
それは,セルの底面の上に粒子が固定されてしまう現象である｡ このため,我々が観
察して来た,集団ブラウン運動は "真性'のものでなく, "幾っかの固定粒子"によっ
て "規定_'されたものであることになった｡
これは,幾っかのコマを重ね合せて観察すると"全く不動'の粒子と,それを囲むリ
ング状のヒモが,極めて安定に存在することで判明した｡
目下,この原因となったセルの汚染 - これは細菌が発生し,その分泌物がガラス表
面に吸着するらしい - の発生しない新しい実験系を開発中である｡
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